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INAGA Shigemi 
Kuki Shūzō and the Idea of Metempsychosis: Recontextualizing Kuki’s Lecture on Time 
in the Intellectual Milieu Between the Two World Wars 
九鬼周造と輪廻の思想―《時間》に関する九鬼の講話を戦間期思潮の文脈の中で再考する 
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Roman ROSENBAUM  
The Hyphenated Films of Steven Okazaki: Japanese Identities in American Film 
スティーヴン・オカザキの外国系市民を描いた映画 
―アメリカ映画における日系人のアイデンティティ 
 
スティーヴン・オカザキは、日系三世のアメリカ人で、アジア・太平洋地域の戦争のため
に離散させられた人たちのコミュニティをドキュメンタリー映画に撮った監督である。本論
は、オカザキの 20 世紀後半以降の映画を中心として、トランスナショナルな日系アメリカ
人のアイデンティティが、移住先の日系社会の文脈の中でどのように形成されたかについて
研究したものである。オカザキが国民国家の制約を乗り超え、背後により大きな汎太平洋コ
ミュニティの存在を感じさせるような、トランスナショナルな記憶のディスコースを生み出
し得ているのは、アジア・太平洋地域が共有している社会的トラウマのゆえである。オカザ
キのドキュメンタリー映画は、グローバル世界における《トランスナショナル》という概
念に生きた文脈を与え、外国系市民のアイデンティティに内在する異質性の価値を暗示す
ることによって、文化的ナショナリズム、均質性、自民族中心主義の土台を掘り崩し、そ
の先に汎太平洋的アイデンティティのヴィジョンを感じさせてくれる。本論では特に、日
系アメリカ人のドキュメンタリー映画がアメリカでどのように受容されているかに焦点を当
てた。また、オカザキの映画は、どの程度、汎太平洋的映画のディスコースに寄与すること
ができるのか、また日本ではどのように受けとめられているかについても考察した。 
 
【トランスナショナリティ、記憶、スティーヴン・オカザキ、ドキュメンタリー、アイデ
ンティティ形成、外国系市民のアイデンティティ、ハイブリッド性、アジア系アメリカ人、
原子爆弾、広島、長崎】 
